【光学機器製造業】
職種：設計　　職務：機械設計

【概要】

　技術仕様に基づき、光学機器の機構、レンズを支える鏡枠、外装・構造等の設計やその試作・評価・解析等を行うことで、図面・製造仕様・指図書を仕上げる仕事。

【仕事の内容】

　材料力学、トライボロジー、機械力学、機構学など機械関連の専門知識及び関連技術を用いて、光学機器の機械設計を行い、品質・コスト・納期に配慮しながら市場競争力のある商品に仕上げることが設計技術者の仕事である。

　具体的には、機械要素の選択・設計、レンズを支える鏡枠の設計、機構・構造設計、手ブレ防止設計など、光学機器の機械的部分の設計を行い、CAE等を用いて解析・シミュレーションを行ったり試作品を製作したりして、設計の妥当性の解析と検証を行う。

【求められる知識・経験】

（1） 機械設計の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。ただし、多くの場合、大学もしくは大学院または高等工業専門学校等において、機械工学の基礎を十分に身につけていることが前提となる。また、経験者募集の場合には、機械設計に関する一定の実務経験が要求される。

（2） CAD/CAM/CAEを用いた設計の普及により、ITツール（ハードウェア及びソフトウェア）を十分に使いこなすスキルが求められる。また、ISOなど品質管理に関する意識や知的財産管理に関する認識を高めることが、（機械分野のみならず）設計技術者全体にとって重要となっている。

（3） さらに、上司や同僚のみならず、生産技術部門や製造部門の関係者とも円滑に意思疎通しながら計画的に設計を進めていく能力や、設計目標の達成に向けて粘り強く取り組む姿勢も設計技術者には要求される。

· 【関連する資格・検定等】

· 技能検定：機械・プラント製図（機械製図手書き作業（１級・２級）、機械製図CAD作業（１級・２級））〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

· CAD利用技術者試験（１級・２級）〔社団法人日本パーソナルコンピュータソフトウェア協会〕

· CAD実務キャリア認定制度CAD実務マスター認定試験（初級・中級・上級）〔コンピュータキャリア教育振興会〕

· CADトレース技能審査（機械部門：初級・中級・上級）〔中央職業能力開発協会〕

· トレース技能検定（１級・２級・３級・４級）〔社団法人実務技能検定協会〕

· 技術士（機械部門）〔社団法人日本技術士会技術士試験センター〕　など

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　０３１　機械技術者
